
04/12/22 国語の授業～先生方のイイね㊹～ 

衝撃のクライマックスに感動の拍手😊 ～創作文を読み合う～ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 21 日(水)、平良直美先生が授業を公開しまし

た(1年 8組)。本時は、小説『星の花が降るころに』の

創作文を読み合い、多様な考えを交流する活動を通し

て、作品に対する自分の考えを深めることが目的です。

直美先生のたくさんのイイね！を以下に紹介します。 

イイね① 生徒が前時で作成した創作文の展開予想を

紹介することで、本時の問いにつなげていた(図１)。 

生徒がワクワクしている表情がよく見えましたね！ 

イイね② グループで他者の創作文を読み合う場面を

設定し、付箋紙を使って気づいたことを記入し、交流す

る場面を設定することで(図２)、生徒が創作文を推敲す

るきっかけを与えていた(相互評価)。 

 授業終盤に、グループで『Good作品』を決め、推し

創作文を共有する場面がありました(図４)。特に、K さ

んの発表(創作文)は、思春期まっただ中の中学生の恋心

や、繊細な心が紐解かれており、多くの生徒の共感を得

ていました。そして、「やっぱり訳がわからない･･･」で

締めくくる衝撃のクライマックスに、リスペクトの拍手

が鳴り止むことはありませんでした。生徒のアイディア

(発想)は多種多様で本当に面白いですね。 

 直美先生、楽しい授業ありがとうございました(^^)/ 

図３ グループの創作文を読み合っている場面 

図４ 推し創作文を発表している場面 

図５ 上は、Hさんが書いた Iさ

んへのコメント、右は。仲間の感

想を読んだ後の、Iさんの改善点 

I さんにインタビュー『仲間の創

作文を読んでどうだった？』 

 やっぱ人はそれぞれで、いろ

いろな意見や考え方があるし、

創作文だとその人の個性が出る

から読んで面白かった。 

図１ 前時で書いた創作文より、本時の展開を予想！ 

図２ 創作文を読み合い、コメントを記入する！ 


